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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
育苗箱２を横送する移送台１の上方位置に、回転均平ブラシにより床土の上面を均平した
後にできる育苗箱２の前壁５の隅部に溜る余分な隅土を押圧する前壁隅部押圧体１５を有
する前壁隅部押圧機構７と、前記育苗箱２の後壁４の隅部に溜る余分な隅土を押圧する後
壁隅部押圧体３５を有する後壁隅部押圧機構３０を設けたものにおいて、前記前壁隅部押
圧機構７および後壁隅部押圧機構３０は左右一対の隅部均平機構取付用板１１に取付け、
隅部均平機構取付用板１１は、カム取付軸５３の軸心に対して距離の相違するカム溝５５
を複数形成したカム体５４を有して構成した高さ切替機構Ｋを、介して高さ調節用支持板
５０に上下動自在に取付け、該高さ調節用支持板５０は、前記移送台１のフレーム９に対
して、高さ調節軸５２を有する高さ調節機構Ｔにより上下自在に取り付けた育苗箱の隅部
床土押圧装置。
【請求項２】
請求項１において、前記高さ調節機構Ｔは、左右一対の高さ調節用支持板５０を高さ調節
軸５２によりフレーム９に取付け、前記高さ調節軸５２はフレーム９に対して上下するよ
うに取り付けて構成した育苗箱の隅部床土押圧装置。
【請求項３】
請求項１または請求項２において、前記高さ切替機構Ｋは、高さ調節用支持板５０に左右
方向のカム取付軸５３を軸装し、該カム取付軸５３は隅部均平機構取付用板１１の挿通孔
５３Ａより外側に突出させ、前記カム取付軸５３の両側にはカム取付軸５３の軸心に対し
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て距離の相違するカム溝５５を複数形成したカム体５４を固定し、該カム体５４のカム溝
５５には前記隅部均平機構取付用板１１の上部所定位置に設けたピン５６の下面に当接さ
せ、もって、前記カム体５４を回転させると、隅部均平機構取付用板１１を、高さ調節用
支持板５０に対して上下させて高さを切り替え、もって、均平深さを設定するように構成
した育苗箱の隅部床土押圧装置。
【請求項４】
育苗箱２を横送する移送台１に固定のフレーム９に、高さ調節用支持板５０を高さ調節機
構Ｔを介して上下自在に取付け、高さ調節用支持板５０に高さ切替機構Ｋを介して前壁隅
部押圧体１５および後壁隅部押圧体３５を有する隅部均平機構取付用板１１を上下自在に
取付け、高さ切替機構Ｋのカム体５４の育苗箱２の高さの初期設定用カム溝５５に、隅部
均平機構取付用板１１のピン５６を係合させることにより、高さ調節用支持板５０に対す
る隅部均平機構取付用板１１の高さを初期設定し、次に、隅部均平機構取付用板１１を高
さ調節機構Ｔにより上下させて、使用する育苗箱２の上面高さに前壁隅部押圧体１５およ
び後壁隅部押圧体３５の高さを一致させ、次に、高さ切替機構Ｋの切替ダイヤル５７を回
転させ、所定均平深さのカム溝５５をピン５６に係合させて、前壁隅部押圧体１５および
後壁隅部押圧体３５が育苗箱２の上面より低くい前記隅部を均平するように設定する育苗
箱の隅部床土押圧装置の設定方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、育苗箱の隅部床土押圧装置およびその設定方法に係るものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、前壁隅部押圧体を有する前壁隅部押圧機構と、後壁隅部押圧体を有する後壁隅部
押圧機構を取付用板に取付け、取付用板を育苗箱を横送する移送台の上方位置に設けたフ
レームに取り付けた構成は、公知である。
【特許文献１】特開平１０－３１３６９８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　前記公知例は、前壁隅部押圧体および後壁隅部押圧体を取付用板に対して高さ調節（均
平深さ）自在に取付け、しかも、取付用板をフレームに対して高さ調節自在に取り付け、
高さ調節ダイヤルで高さを、深さ調節ダイヤルで均平深さ調節をそれぞれ行い、高さも深
さも調節自在ではあるが、どの高さの育苗箱に対して、どの調節手段により調節したか不
明瞭なため、調節が面倒であるという課題がある。
　即ち、育苗箱に対する前壁隅部押圧体および後壁隅部押圧体の高さは、高さ調節ダイヤ
ルと深さ調節ダイヤルの両方で変更できるため、高さと深さの調節を誤認混同して行う誤
操作が発生し、調節が面倒となる。
　本願は、高さの相違する育苗箱に対応し、掻き取り深さの相違する隅土の均平に対処し
ながら、高さと深さの調節を誤認を防止して、調節を容易にして、操作性を向上させたも
のである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、育苗箱２を横送する移送台１の上方位置に、回転均平ブラシにより床土の上
面を均平した後にできる育苗箱２の前壁５の隅部に溜る余分な隅土を押圧する前壁隅部押
圧体１５を有する前壁隅部押圧機構７と、前記育苗箱２の後壁４の隅部に溜る余分な隅土
を押圧する後壁隅部押圧体３５を有する後壁隅部押圧機構３０を設けたものにおいて、前
記前壁隅部押圧機構７および後壁隅部押圧機構３０は左右一対の隅部均平機構取付用板１
１に取付け、隅部均平機構取付用板１１は、カム取付軸５３の軸心に対して距離の相違す
るカム溝５５を複数形成したカム体５４を有して構成した高さ切替機構Ｋを、介して高さ
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調節用支持板５０に上下動自在に取付け、該高さ調節用支持板５０は、前記移送台１のフ
レーム９に対して、高さ調節軸５２を有する高さ調節機構Ｔにより上下自在に取り付けた
育苗箱の隅部床土押圧装置としたものである。
　本発明は、前記高さ調節機構Ｔは、左右一対の高さ調節用支持板５０を高さ調節軸５２
によりフレーム９に取付け、前記高さ調節軸５２はフレーム９に対して上下するように取
り付けて構成した育苗箱の隅部床土押圧装置としたものである。
　本発明は、前記高さ切替機構Ｋは、高さ調節用支持板５０に左右方向のカム取付軸５３
を軸装し、該カム取付軸５３は隅部均平機構取付用板１１の挿通孔５３Ａより外側に突出
させ、前記カム取付軸５３の両側にはカム取付軸５３の軸心に対して距離の相違するカム
溝５５を複数形成したカム体５４を固定し、該カム体５４のカム溝５５には前記隅部均平
機構取付用板１１の上部所定位置に設けたピン５６の下面に当接させ、もって、前記カム
体５４を回転させると、隅部均平機構取付用板１１を、高さ調節用支持板５０に対して上
下させて高さを切り替え、もって、均平深さを設定するように構成した育苗箱の隅部床土
押圧装置としたものである。
　本発明は、育苗箱２を横送する移送台１に固定のフレーム９に、高さ調節用支持板５０
を高さ調節機構Ｔを介して上下自在に取付け、高さ調節用支持板５０に高さ切替機構Ｋを
介して前壁隅部押圧体１５および後壁隅部押圧体３５を有する隅部均平機構取付用板１１
を上下自在に取付け、高さ切替機構Ｋのカム体５４の育苗箱２の高さの初期設定用カム溝
５５に、隅部均平機構取付用板１１のピン５６を係合させることにより、高さ調節用支持
板５０に対する隅部均平機構取付用板１１の高さを初期設定し、次に、隅部均平機構取付
用板１１を高さ調節機構Ｔにより上下させて、使用する育苗箱２の上面高さに前壁隅部押
圧体１５および後壁隅部押圧体３５の高さを一致させ、次に、高さ切替機構Ｋの切替ダイ
ヤル５７を回転させ、所定均平深さのカム溝５５をピン５６に係合させて、前壁隅部押圧
体１５および後壁隅部押圧体３５が育苗箱２の上面より低くい前記隅部を均平するように
設定する育苗箱の隅部床土押圧装置の設定方法としたものである。
【発明の効果】
【０００５】
　請求項１の発明では、一旦、高さ調節機構Ｔにより育苗箱２の高さに合わせると、高さ
切替機構Ｋにより育苗箱２の床土の深さに高さ切替機構Ｋにより合わせれば良く、操作性
を向上させることができる。
　即ち、高さ切替機構Ｋは一定範囲（３～５mm）で高さが変動するので、高さ調節には不
向きであり、高さ調節機構Ｔと高さ切替機構Ｋとの間の操作の誤認を防止する。
　請求項２の発明では、高さ調節軸５２により高さ調節用支持板５０を上下させれば、隅
部均平機構取付用板１１が連動して上下するので、高さ調節機構Ｔによる育苗箱２の高さ
設定は、頗る容易に行える。
　請求項３の発明では、カム体５４を回転させるだけで、隅部均平機構取付用板１１は高
さ調節用支持板５０に対して高さが切り替わるので、前壁隅部押圧機構７および後壁隅部
押圧機構３０の育苗箱２の床土高さに合わせる深さ設定は、頗る容易に行える。
　請求項４の発明では、高さおよび深さの設定を頗る簡単にでき、誤操作を防止できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　本発明の一実施例を図面により説明すると、１は移送台、２は育苗箱であり、移送台１
は育苗箱２をイ方向に移送する。３は育苗箱２を移送する移送ロールである。前記移送台
１には、育苗箱２の移送方向前側の前壁５の隅部の床土（理解を容易にするため隅部の床
土Ａは点により図示し、他の床土は小丸により図示しているがこれにより、構成は限定さ
れない）を押圧する隅部押圧装置６の前壁隅部押圧機構７を設ける。
　前記移送台１には、隅部押圧装置６のフレーム９の側板１０の下端を固定する。前記側
板１０、１０には、左右一対の隅部均平機構取付用板１１、１１を上下自在に設ける。
　隅部均平機構取付用板１１には左右一対の取付アーム１２の一端を軸１３により取付け
る。１３Ａは軸１３の取付孔である。
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【０００７】
　取付アーム１２の他端には左右方向の取付兼回動規制軸１４を移動自在に軸装する。該
取付兼回動規制軸１４には育苗箱２の前壁５の隅部を押圧する前壁隅部押圧体１５を取付
ける。前記前壁隅部押圧体１５は、左右方向の平板状に形成し、前側を略水平の押圧部１
６に形成し、押圧部１６に続いて後側に至るに従い高くなるように傾斜させた傾斜案内面
１７に形成する。
　前記取付兼回動規制軸１４には左右一対の規制アーム２０の先端の長孔２１を挿通し、
規制アーム２０の基部は前記取付板１１に軸２２により回動自在に取付ける。
　即ち、規制アーム２０は、前壁隅部押圧体１５を床土上面よりも上方に待機させるため
に、取付兼回動規制軸１４を、所定高さに保持させるために設けたものである。
【０００８】
　取付アーム１２と規制アーム２０の関係は、取付兼回動規制軸１４が規制アーム２０の
先端の長孔２１内の下縁に当接して取付兼回動規制軸１４を所定高さに保持し、取付アー
ム１２が軸１３中心に上方回動すると、取付兼回動規制軸１４が規制アーム２０の先端の
長孔２１内を上動し、取付アーム１２が軸１３中心に下方回動すると、前壁隅部押圧体１
５は下降して前壁５の隅部の床土を押圧する。
　２２Ａは軸２２の取付孔である。
　しかして、前記隅部均平機構取付用板１１には後壁４の隅部を押圧する後壁隅部押圧機
構３０を設ける。後壁隅部押圧機構３０は、左右方向の支持軸３１に縦の取付軸３２の上
部を固定し、取付軸３２の下部に取付板３３を固定し、取付板３３に側面視Ｌ型形状の育
苗箱２の後壁４の隅部を押圧する後壁隅部押圧体３５を取付高さ位置上下変更自在に軸３
６により取付ける。前記支持軸３１は隅部均平機構取付用板１１の取付孔３１Ａに取付け
る。
【０００９】
　前記支持軸３１の所定位置には錘３７を設け、錘３７は後壁隅部押圧体３５が常時後方
回動するように付勢する。３８は支持軸３１を常時下方に位置するように付勢するバネで
ある。
　前記取付軸３２の後方にはストッパ４０を当接させる。ストッパ４０は錘３７により常
時後方回動する後壁隅部押圧体３５を所定位置に待機させるものである。ストッパ４０は
ローラー形状に形成し、左右方向の取付軸４１に取付ける。取付軸４１にはストッパ４０
の位置を規制する規制リンク４２を取付ける。取付軸４１には規制リンク４２の一方側ア
ーム４３の下部を軸着し、一方側アーム４３の上部は軸４４により隅部均平機構取付用板
１１に回動自在に軸着する。前記軸４４は隅部均平機構取付用板１１の取付孔４４Ａに取
付ける。
【００１０】
　前記取付軸４１には規制リンク４２の別の他方側アーム４５の上部を軸着し、他方側ア
ーム４５の下部には軸４６を取付け、軸４６は前記隅部均平機構取付用板１１の長孔４７
に上下自在に軸装する。
　ストッパ４０は後述する切替機構Ｋにより後壁隅部押圧体３５の押圧深さを変更すると
、後壁隅部押圧体３５の待機位置を変更し、後壁隅部押圧体３５の押圧深さを深くさせた
とき（図８）、ストッパ４０は後壁隅部押圧体３５を押圧深さを浅くさせたとき（図９）
よりも後方に位置させる。
　なお、理解を容易にするため、図８と図９では、後壁隅部押圧体３５の前後位置の比較
を図示しており、必ずしも、図８と図９の後壁隅部押圧体３５の高さに、明確な相違はな
いが、これにより、本発明の構成が限定されるものではない。
　４８は前記隅部均平機構取付用板１１に形成した透孔であり、透孔４８には前記取付軸
４１の両端を挿通し、規制リンク４２の作動に伴う取付軸４１の移動を阻害しないように
形成している。
【００１１】
　しかして、隅部均平機構取付用板１１は、前記移送台１に設けた隅部押圧装置６のフレ
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ーム９に、高さ調節機構Ｔと高さ切替機構Ｋを介して取付ける。
　即ち、隅部均平機構取付用板１１には前壁隅部押圧体１５と後壁隅部押圧体３５とを取
付け、この隅部均平機構取付用板１１を高さ調節用支持板５０に高さ切替機構Ｋを介して
取付け、高さ調節用支持板５０を高さ調節機構Ｔを介してフレーム９に対して上下するよ
うに取付ける。
　そして、前壁隅部押圧体１５と後壁隅部押圧体３５の高さを、高さ調節機構Ｔにより高
さ調節用支持板５０を上下させて育苗箱２の高さに合わせて調節設定し、次に、高さ調節
用支持板５０に対して隅部均平機構取付用板１１の高さを切り替えて、均平深さ（押圧深
さ）を設定する。
【００１２】
　前記高さ調節機構Ｔは、左右一対の高さ調節用支持板５０を高さ調節軸５２によりフレ
ーム９に取付け、高さ調節軸５２は螺子軸により形成して螺合させる等の手段によりフレ
ーム９に対して上下し、フレーム９に対する高さ調節用支持板５０の高さを設定するよう
に構成している。５１は高さ調節ダイヤルである。
　前記高さ切替機構Ｋは、高さ調節用支持板５０に左右方向のカム取付軸５３を軸装し、
カム取付軸５３の両端は隅部均平機構取付用板１１の挿通孔５３Ａより外側に突出させ、
カム取付軸５３の両側にはカム体５４を固定する。カム体５４の外周にはカム取付軸５３
の軸心に対する距離が相違するようにカム溝５５を複数形成し、カム溝５５は隅部均平機
構取付用板１１の上部所定位置に設けたピン５６に当接する。５７は切替ダイヤルである
。
【００１３】
　高さ切替機構Ｋは、切替ダイヤル５７を回転させ、一旦、設定用カム溝５５をピン５６
に係合させると、隅部均平機構取付用板１１は高さ調節用支持板５０に対して最も高い位
置になり、この状態で、前壁隅部押圧体１５と後壁隅部押圧体３５のそれぞれの高さを育
苗箱２の縁の上面高さに合わせるため、隅部均平機構取付用板１１を高さ調節機構Ｔによ
り上下させて高さ位置を調節設定し、次に、切替ダイヤル５７を回転させ、所定のカム溝
５５をピン５６に係合させると、隅部均平機構取付用板１１は高さ調節用支持板５０に対
して下降し、待機状態となる。
【００１４】
　図中、１３Ｂ、３１Ｂ、４４Ｂ、４７Ｂ，４８Ｂ、５３Ｂは、高さ調節用支持板５０に
形成した透孔である。
６０はガイド軸であり、透孔６１Ａおよび透孔６１Ｂに挿通する。ガイド軸６０は他方側
アーム４５の下部の軸４６と共に、隅部均平機構取付用板１１の高さ調節用支持板５０に
対する上下を案内する。
【００１５】
（実施例の作用）
　次に作用を述べる。
　本発明は以上の構成であるから、移送台１に育苗箱２を供給すると、育苗箱２はイ方向
に移送され、移送中に上方の床土供給装置により床土が供給される。
　この床土の供給は、多い目に供給して余分のものを取り去るという方法のため、回転均
平ブラシにより床土の上面を均平し、育苗箱２の後壁４および前壁５の隅部に溜る余分な
隅土を、隅部押圧装置６の前壁隅部押圧機構７により押圧する。なお、前記育苗箱２の移
送速度は、一時間あたり約２００箱～１６００箱と任意である。
【００１６】
　前壁隅部押圧機構７の取付アーム１２は、前壁隅部押圧体１５の自重あるいはバネ弾力
により軸１３中心に下方回動するように付勢され、前壁隅部押圧体１５の取付兼回動規制
軸１４は規制アーム２０の長孔２１の下面により支持されて待機している。
　この状態で、移送台１に育苗箱２を供給して床土を供給し、回転均平ブラシにより床土
の上面を均平し、または、床土を供給し、回転均平ブラシにより床土の上面を均平した育
苗箱２を移送台１に供給すると、育苗箱２の前壁５が前壁隅部押圧体１５の傾斜案内面１
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９に当接する。育苗箱２は傾斜案内面１９を前方に押すから、取付アーム取付アーム１２
は軸１３中心に上方回動し、取付兼回動規制軸１４も軸１３中心に上方回動し、前壁隅部
押圧体１５は育苗箱２により更に前方に押されて、前壁隅部押圧体１５の押圧部押圧部１
６の下方を育苗箱２の前壁５が通過すると、前壁隅部押圧体１５は自重に下降して育苗箱
２の前壁５の隅土を押圧して均平する。
【００１７】
　しかして、後壁隅部押圧機構３０の後壁隅部押圧体３５の取付軸３２は、規制リンク４
２の取付軸４１により上方回動が規制され、後壁隅部押圧体３５を育苗箱２内の床土上面
には接触しないが育苗箱２の後壁４と衝突する高さにて待機させる。
　この状態で、育苗箱２の前壁５が後壁隅部押圧体３５の後面に当接し、育苗箱２の前壁
５の前進移動により後壁隅部押圧体３５を前進させる。後壁隅部押圧体３５の前進には規
制リンク４２は作用しないので、後壁隅部押圧体３５は移動する育苗箱２により更に前進
して回動し、後壁隅部押圧体３５の下端が前壁５の上端まで回動すると、前壁５が後壁隅
部押圧体３５の下方を通過する。
【００１８】
　すると、後壁隅部押圧体３５は錘３７の重量により支持軸３１中心に回動して、後壁隅
部押圧体３５は元の高さにて待機する。
　次に、前壁５を乗り越えて床土上面の設定された高さに待機中の後壁隅部押圧体３５は
後壁４の前面（内面）に当接し、これにより前記したように取付軸３２を下方回動させ、
取付軸３２の下方回動により後壁隅部押圧体３５は後壁４の前面に摺接しながら床土に対
して下降することになって、後壁隅部押圧体３５が支持軸３１の下方まで回動すると、後
壁隅部押圧体３５は後壁４の隅土を最大に押圧して平坦にし、次に前壁５を乗越えるのと
同一の作用によって後壁４を乗り越える。
【００１９】
　なお、実際は、前記育苗箱２の前壁５が後壁隅部押圧機構３０の後壁隅部押圧体３５の
下方を通過して更に育苗箱２が前進すると、このときに、前記前壁隅部押圧機構７の前壁
隅部押圧体１５が前壁５の隅土を押圧するが、先に、前壁隅部押圧機構７を説明している
。また、前記作用の説明は、理解を容易にするため、１箱の育苗箱２の移動で説明してい
るが、実際の作業では、連続して隙間なく育苗箱２は移送されるので、先行の育苗箱２の
後壁４に後続の育苗箱２の前壁５は接触して移動し、それゆえ、後壁隅部押圧機構３０お
よび前壁隅部押圧機構７は後壁４と前壁５とを同時に乗越え、特に前壁隅部押圧機構７の
前壁隅部押圧体１５は、後壁４の内面に当接して上動し、後壁４および前壁５を乗越え、
前壁５が通過したときに作用する。
【００２０】
　しかして、支持板５０を高さ調節機構Ｔを介して上下自在に取付け、高さ調節用支持板
５０に高さ切替機構Ｋを介して前壁隅部押圧体１５および後壁隅部押圧体３５を有する隅
部均平機構取付用板１１を上下自在に取付けているから、高さ切替機構Ｋは、切替ダイヤ
ル５７を回転させ、一旦、設定用カム溝５５をピン５６に係合させて、隅部均平機構取付
用板１１を高さ調節用支持板５０に対して最も高い位置の初期設定位置にする。
【００２１】
　次に、この状態で、前壁隅部押圧体１５と後壁隅部押圧体３５のそれぞれの高さを育苗
箱２の縁の上面高さに合わせるため、隅部均平機構取付用板１１を高さ調節機構Ｔにより
上下させて高さ位置を調節設定して、隅部均平機構取付用板１１の高さの初期設定が完了
する。
　次に、隅部均平機構取付用板１１を高さ調節機構Ｔにより上下させて、使用する育苗箱
２の上面高さに前壁隅部押圧体１５および後壁隅部押圧体３５の高さを一致させる。
【００２２】
　次に、高さ切替機構Ｋの切替ダイヤル５７を回転させ、所定均平深さのカム溝５５をピ
ン５６に係合させると、隅部均平機構取付用板１１は高さ調節用支持板５０に対してカム
溝５５の分下降し、前壁隅部押圧体１５および後壁隅部押圧体３５が育苗箱２の上面より
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低くい均平待機高さに設定される（図１０）。
　なお、理解を容易にするため、図１０の右側の後壁隅部押圧体３５は、最大均平位置ま
で回動させた状態で図示している。
【００２３】
　しかして、同じ高さの育苗箱２であっても、床土供給深さが相違するときは、切替ダイ
ヤル５７によりカム体５４を回転させ、例えば、床土が浅いときは、カム取付軸５３に近
いカム溝５５にピン５６を係合させると、隅部均平機構取付用板１１全体が高さ調節用支
持板５０に対して下降し、反対に、床土が深く育苗箱２の上面に近いときは、カム取付軸
５３に遠いカム溝５５にピン５６を係合させると、隅部均平機構取付用板１１全体が高さ
調節用支持板５０に対して上昇し、均平位置（深さ）を調節する。
【００２４】
　実施例では、育苗箱２の上面と同じ高さの０mmのカム溝５５と、育苗箱２の上面から７
mm下がるカム溝５５と、同１０mmのカム溝５５と、同１２mmのカム溝５５と、同１５mmの
カム溝５５を形成し、選択係合させて、深さ位置を切り替える。
　したがって、通常、育苗箱２は同じ高さのものを使用するから、最初に、高さ調節機構
Ｔにより高さ設定を行えば、あとは高さ切替機構Ｋのカム溝５５で深さを切替変更すれば
良く、操作性を向上させる。
【００２５】
　この場合、育苗箱２の上面と同じ高さの０mmのカム溝５５に合わせてから、各切替カム
溝５５に合わせたとき、前壁隅部押圧体１５および後壁隅部押圧体３５は設定深さより約
１mmほど床土の上面より高く位置させ、均平した床土上面を前壁隅部押圧体１５および後
壁隅部押圧体３５が引き摺らないようにしている。
　例えば、７mm下がるカム溝５５とき、前壁隅部押圧体１５および後壁隅部押圧体３５は
実際は育苗箱２の上面から６mmだけ下降させ、均平した床土上面と前壁隅部押圧体１５お
よび後壁隅部押圧体３５との間に約１mmの隙間を形成して余裕を持たせている。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】隅部床土押圧装置全体側面図。
【図２】同概略分解斜視図。
【図３】隅部均平機構取付用板の側面図。
【図４】フレームの側面図
【図５】高さ調節用支持板の側面図。
【図６】高さ調節状態側面図。
【図７】高さ切替状態側面図。
【図８】規制リンクの側面図。
【図９】同隅部均平機構取付用板を上動させたときの作用状態図。
【図１０】カム体の作用状態図。
【図１１】前壁が通過するときの作用状態図。
【図１２】均平状態の作用状態図。
【図１３】後壁隅部押圧体移動状態側面図。
【符号の説明】
【００２７】
　１…移送台、２…育苗箱、３…移送ロール、４…後壁、５…前壁、６…隅部押圧装置、
７…前壁隅部押圧機構、９…フレーム、１０…側板、１１…隅部均平機構取付用板、１２
…取付アーム、１４…取付兼回動規制軸、１５…前壁隅部押圧体、１６…押圧部、１７…
傾斜案内面、２０…規制アーム、２１…長孔、２２…軸、３０…後壁隅部押圧機構、３１
…支持軸、３２…取付軸、３３…取付板、３５…後壁隅部押圧体、３６…軸、３７…錘、
４０…ストッパ、４１…取付軸、４２…規制リンク、４３…一方側アーム、４４…軸、４
５…他方側アーム、４６…軸、４７…長孔、４８…透孔、５０…高さ調節用支持板、５２
…高さ調節軸、５３…カム取付軸、５４…カム体、５５…カム溝、５６…ピン、５７…切
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